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Ⅰ 研究の背景
筆者は、これまで、幼児期の発達的特徴を生かした
音楽経験プログラムを構成し、幼児に対する実践を経
て修正し、MEBプログラム（音楽的表現育成プログ
ラム）1）を創出した。幼稚園や保育園でのその実践過
程について質的分析を主に行い、その教育的効果とし
て、音楽的諸要素の認識に関する幼児の成長を見い出
した 2）。同時に、音楽的諸要素の認識度を定量的に捉
えるために、6領域、60項目から成る音楽テストを考
案した。そして、その音楽テストの実施結果を、MEB
プログラムの有無および実践前後で比較分析して、定
量的にもその実践プログラムの効果を明らかにしてき
た 3）。さらに、幼児の音楽的諸要素の認識と音楽的表
現における動きの要素の変容を定量的に捉える方法に
ついて検討した。そうした音楽的表現における身体的
な動きを数値によって可視的に捉え、音楽テストの結
果や音楽的諸要素の認識として判断できなかった部分
についても明らかにする方法について検討する必要が
あると考えたためである。
そのために、過去 3年間、MEBプログラムの実践
の有無と保育形態の差異という両側面から、幼児の音
楽的表現における動きの要素の変容について、主に定
量的分析を行ってきた。その結果として、昨年度には、
対照的な保育形態をとる 2か所の保育園園児の音楽的
表現に関する動作解析結果の一部を提示した。
本稿では、昨年度の結果を踏まえ、新たな異なる保
育形態の研究対象園の解析結果を加えて、5歳児の音
楽的表現の変化について考察したいと考える。
Ⅱ 問題提起
幼児の音楽的諸要素の認識と動きの関係性にかかわ
る研究は、質的と量的の両側面から行われているが、
主に実験的研究によるものが見られる。
質的研究では、事例分析、多面的な音楽経験の重要
性、象徴遊びとの関係性の指摘等の研究が挙げられる
（Kemple, K., Batey., & Hartle, L., 2004；Marigliano,
M., & Russo, M., 2011；Prikian, R., 2010；Custodero,
L., 1999）4）～6）。
実験的研究では、乳幼児の早い時期からの音楽的諸
要素への反応、幼児期の自発的な動きのテンポとリズ
ムの同期に関する研究等が挙げられる（Hannon, E.,
& Johnson, S., 2005；Zentner, M., & Eerola, T.,
2010；Zatore, R., Chen, J., & Penhune, V., 2007；
Provasi, J., & Begue, A., 2003）7）～10）。
それに対して筆者は、幼児の音楽的表現における身
体的な動きの要素の重要性を前提として、実験的でな
い状況で、3Dモーション・キャプチャーによって、
幼児の動きを定量的に捉え分析を行うことを考えた。
そのために、まず、MTwシステムを、幼児の音楽的
表現に関する動作解析に援用した。それは、3Dモー
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表現には劇化の要素が音楽的諸要素の認識に先行し、K保育園児の音楽的表現には、規則性を伴う音楽的諸要素の
認識が先行していた。さらに、M保育園児については、活動の最初から、音楽的諸要素の認識に基づいた動きを明
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ション・トラッカーを、同時に複数の幼児の身体にボ
ディストラップで固定し、音楽的表現における幼児達
の動きの変容過程を捉え、定量的分析を行うというも
のであった。但し、MTwシステムによるデータから
は、幼児の音楽的表現に関する移動距離等が算出でき
ず、より具体的なデータを取得するために、MVNシ
ステムを用いることを考えた。しかしながら、MVN
システムを用いると、幼児 1人ずつのデータ取得とな
るという難点もあった。
モーション・キャプチャーの技術の援用は、主に大
人に対してのものが殆どであり、幼児の音楽的表現に
関して行われたという研究報告は見られない。乳児の
音に対する反応の実験（Zentner, M., & Eerola, T.,
2010）11）はあるが、筆者とは異なる視点による研究で
あった。わが国におけるモーション・キャプチャーの
技術の援用は、大人の舞踊教育や動作の熟達などの教
育について検討した研究に散見される（佐藤・海賀・
渡部 2010；安藤・住川 2012）12）13）。
筆者は、日常の園生活におけるできるだけ自然な
状況で、異なる保育形態における幼児の音楽的表現
における動きの要素を捉えるために、3Dモーション
キャプチャーとして、MVNシステムを用いることと
した。
Ⅲ 研究の目的と方法
この研究の目的は、幼児の音楽的表現における身体
的な動きの要素について、3Dモーション・キャプチャー
を用いた動作解析による定量的分析を行うことである。
異なる保育形態における音楽的表現の動きの要素をよ
り明確に捉え、それらの差異について考察したいと考
える。そのために、3か所の異なる保育形態における
保育園児に筆者開発によるMEBプログラムの実践過
程を通して行ったMVNシステムによる動作解析の
定量的分析を実施する。3か所の異なる保育形態とは、
遊び中心の保育形態、日常生活の感覚訓練に特化した
モンテッソーリ・メソッドをとる保育形態、および、
日常生活の感覚訓練と一部の音楽経験でモンテッソー
リ・メソッドをとる保育形態である。
ここでは、MVNシステムを用いた動作解析による
定量的分析を通して、MEBプログラムの実践が進む
ことに伴う、異なる保育形態の幼児の音楽的表現にお
ける動きの要素の変容について検証する。その方法は、
MEBプログラムの実践、その過程における動作解析
の定量的分析による比較分析である。
1. MEBプログラムの実践
まず、保育形態の対照的な U保育園（遊び中心の
保育形態）の 3歳児 23名、4歳児 18名、5歳児 18名
と、K 保育園（日常生活の感覚訓練に特化したモン
テッソーリ・メソッドの保育形態）の 3歳児 21名、
4歳児 19名、5歳児 21名、およびM保育園（日常生
活訓練と一部の音楽経験がモンテッソーリ・メソッド
の保育形態）の 3歳児 30名、4歳児 32名、5歳児 31
名を対象とし、筆者開発のMEBプログラムの実践を
行った。それらの概要は、これまで行ってきた質的分
析のための実践方法と同様であり、朝の会の音楽活動
の中で、担当保育者が、日常的に段階別の活動を少し
ずつ導入していくというものである。
2. MVNシステムによる動作解析
次に、MEBプログラムの第 1段階から第 4段階ま
で、各段階の活動の一部分を抽出した。それらの段階
別の活動について、MVNシステムによる動作解析を
行った。移動軌跡や移動距離を詳細に知るために、
MVNシステムを用いた。MVNシステムでは、頭部、
腕、手足、胴の全身 17か所に 3 Dモーション・トラッ
カーを装着した幼児の動作解析を行うものである。
1回につき、5歳児 1名ずつの測定を行った。できる
だけ自然な活動環境を保持するために、測定時には、
MVNシステムを装着していない 5歳児達も、同様の
活動内容で共に音楽的表現を行った。分析対象は、移
動軌跡、移動距離、移動平均速度、および移動平均加
速度であった。
測定日時は、UKM保育園共に、5月末、8月下旬、
9月初旬の 4回ずつであった。U保育園と K保育園
は 2014年度、M保育園は 2015年度の実施となった。
その測定時の活動内容は、MEBプログラムの実践過
程を捉えるために、抽出されたものであった。それら
の活動内容と測定日時について次に示す。
第 1段階の測定時における活動は、《あなたのおな
まえは》の歌による自己紹介の音楽遊びであった。
U保育園児は 2014年 5月 29日 15:00～15:30、K保育
園児は 2014年 5月 29日 9:30～10:00、M保育園児は
2015年 5月 29日 9:30～10:00に測定された。
第 2段階の測定時における活動は、《とけいうのう
た》の歌詞の擬音語部分だけを手拍子、足踏みし、《パ
ンやさんにおかいもの》の手遊び歌、想像上の「ボー
ル投げ」「綱引き」を行うというものであった。U保
育園児は 2014年 8月 26日 9:30～10:00、K保育園児は
2014 年 8 月 27 日 9:30～10:00、M 保育園児は 2015
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年 7月 31日 10:00～10:30に測定された。
第 3段階の測定時における活動は、《おいもごろご
ろ》の手拍子リズムパターンによるABA形式の認識、
《ライオンの大行進》でライオンの動きを行うという
ものであった。U保育園児は 2014年 9月 03日 15:30
～16:00、K保育園児は 2014年 8月 27日 9:30～10:00、
M保育園児は 2015年 7月 31日 10:00～10:30に測定
された。
第 4段階の測定時における活動は、《山の音楽家》
を歌いながら、楽器を奏する動き、替え歌による応答
唱を行うというものであった。U保育園児は 2014年
9 月 03日 15:30～16:00、K 保育園児は 2014年 9月
03日 9:30～10:00、M保育園児は 2015年 9月 11 日
11:30～12:00に測定された。
また、同時に複数の幼児達に対して自然な状況で音
楽的表現における動きの要素の変容を捉えることので
きるMTwシステムも併用した。この場合の 3Dモー
ション・キャプチャーとは、MTw（Xsens社、ゼロ
シーセブン社）によるワイヤレスの小型軽量の 3Dモー
ション・トラッカーを 1個ずつ各幼児の額に装着して、
同時に複数の幼児に対して行うものである。それは、
方位、加速度、角速度等の 3次元データを測定し、自
然な活動状態で、保育室内での幼児達による個々の動
きと位置関係を緻密に捉えるものである。その測定値
の分析対象は、加速度であった。MTwシステムによ
る動作解析の場合も、MVNシステムによる動作解析
の方法と同様の活動内容や測定時の条件とした。
本稿では、MVNシステムを用いて導き出された、
MEBプログラムの実践過程における移動軌跡、移動
距離、移動平均速度、および移動平均加速度について、
分析結果を示す。また、今回は、KUM保育園という
3か所の保育形態の異なる保育園の測定データを分析
対象としている。昨年度、2か所の異なる保育園の測
定データを用いた際、U保育園と K保育園のものを
提示したため、ここでは、図表については、主にM
保育園児によるもののみを提示し、U保育園と K保
育園の結果を示す部分の記述は、考察を行うために、
別稿と重複部分があっても再掲する。
Ⅳ 結果と考察
1. 異なる保育形態での音楽的表現における動作解析
（1）MEBプログラムの実践による移動軌跡の測定結
果について
a. 遊び中心の保育形態をとるU保育園 5歳児
第 1段階は、《あなたのおなまえは》の歌で自己紹
介の音楽ゲームを行なった。その際の動きをMVN
システムで捉えた。タイムフレームは 1/120 秒であ
り、総移動距離は、0.33ｍであった。
第 2段階は、《とけいのうた》の歌詞の擬音語部分
だけを手拍子、足踏み、《パンやさんにおかいもの》
の手遊び歌、想像上の「ボール投げ」「綱引き」の活
動を行なった。その際の動きをMVNで捉えた。タイ
ムフレームは 1/120秒であり、総移動距離は 0.410m
であった。
第 3段階は、《おいもごろごろ》の手拍子リズムパ
ターンによるABA形式の認識、《ライオンの大行進》
でライオンの動きの活動を行なった。その際の動きを
MVNで捉えた。タイムフレームは 1/120秒であり、
総移動距離は 0.863mであった。
第 4段階は、《山の音楽家》を歌いながら、楽器を
奏するふりの動きをし、替え歌による応答唱の活動を
行なった。その際の動きをMVNで捉えた。タイム
フレームは 1/120秒であり、総移動距離は 0.751mで
あった。
このように、U保育園 5歳児のMVNによる測定
結果は、MEBプログラムの実践過程で、第 3段階ま
では活動段階が進むにつれて、移動距離も伸びていく
傾向にあることがわかった。第 3段階と第 4段階にお
いては、どちらも劇化の要素が音楽的諸要素の認識の
活動と共にあり、同様に移動距離が第 1段階や第 2段
階よりも長くなっている。つまり、音楽的表現の段階
が進むにつれて、自発的な動きによる移動の増加が見
られたと捉えられる。U保育園では、劇化の要素が
音楽的表現を先導して音楽的諸要素の認識を動機づけ
ていたと考えられる。このことは、MEBプログラムの
実践過程における質的分析の結果にも示されている（佐
野 2014a；佐野 2014b；佐野 2013；佐野 2015）14）～17）。
b. 日常生活の感覚訓練に特化したモンテッソーリ・
メソッドの保育形態をとる K保育園 5歳児
K保育園でも、測定時の条件や活動内容は、U保
育園と同様とした。タイムフレームは、1/120秒とし
た。
第 1段階の活動時における動きを MVNシステム
で捉えた。総移動距離は、0.254mであった。
第 2段階の活動時における動きをMVNで捉えた。
総移動距離は 2.321mであった。
第 3段階の活動時における動きをMVNで捉えた。
総移動距離は 1.951mであった。
第 4段階の活動時における動きをMVNで捉えた。
総移動距離は 1.038mであった。
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このように、第 2段階以上のMEBプログラムの活
動段階の方が、第 1段階の測定時よりも音楽的表現に
おける自発的な動きが多く、移動距離も伸びている。
但し、K保育園児の場合、総移動距離については、
第 2段階以降で減少が見られた。それは、音楽的諸要
素の認識が先にあり、それに伴って劇化による動きの
要素が生じる傾向にあったことを示すと考えられる。
このことは、MEBプログラムの実践過程の質的分析
結果（佐野 2014a；佐野 2014b）18）19）にも示されてい
る。
c. 日常生活の感覚訓練と一部の音楽経験についてモ
ンテッソーリ・メソッドの保育形態をとるM保育
園 5歳児
2015年度に測定を行ったM保育園でも、測定時の
条件や活動内容は、U保育園、K保育園と同様とし
た。
まず、MVNシステムによる測定データから算出し
た活動段階別の総移動距離は、第 1段階の移動距離
2.39m、第 2段階の移動距離 3.647m、第 3段階の移
動距離 3.351m、第 4段階の移動距離 2.216mであっ
た。その移動軌跡は、次の図M 1から図M 4まで
に示したとおりであった。
後述の、MEBプログラムの活動第 2段階における
移動平均加速度の増加が示しているように、動きの要
素の大きい第 2段階の音楽的表現においては、幼児の
自発的な手拍子や足踏みなどの音楽的諸要素を身体の
動きで表す音楽的表現が活発化し、動きが大きくなる
傾向にあった。そのために、総移動距離も大きくなっ
ていたことがわかる。但し、音楽的諸要素の認識を目
的とするMEBプログラムの活動第 3段階と第 4段階
では、連続して総移動距離は減少している。
（2）MEBプログラムの実践による移動平均速度の測
定結果について
a. 遊び中心の保育形態をとるU保育園 5歳児
U保育園 5歳児について、第 1段階の移動平均速度
は 0.1161m/秒、第 2段階の移動平均速度は 0.1102m/
秒、第 3段階の移動平均速度は 0.100m/秒、第 4段階
の移動平均速度は 0.121/秒であった。
U保育園 5歳児のMVNによる移動平均速度の測
定結果によれば、MEBプログラムの活動段階が進ん
でも、最大平均速度が大きく異なることはなかった。
しかし、第 1段階の活動で測定値の振れ幅に周期性が
ほとんど見られなかったのに対して、活動段階が進む
につれて、その振れ幅に細かい周期性が見られるよう
になったことがわかった。このことは、MEBプログ
ラムの活動段階が進むにつれて、幼児が自発的に様々
な緩急を伴った動きを創り出し、リズムをより明確に
感受するようになったことによるものと考えられた。
b. 日常生活の感覚訓練に特化したモンテッソーリ・
メソッドの保育形態をとる K保育園 5歳児
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図M 3 M保育園 5歳児 第 3段階 移動距離 3.351m
図M 4 M保育園 5歳児 第 4段階 移動距離 2.216m
図M 1 M保育園 5歳児 第 1段階 移動距離 2.39m
図M 2 M保育園 5歳児 第 2段階移動距離 3.647m
K保育園 5歳児について、第１段階の移動平均速度
は 0.0509m/秒、第 2段階の移動平均速度は 0.1607m/
秒、第 3段階の移動平均速度は 0.182m/秒、第 4段階
の移動平均速度は 0.100m/秒であった。
K 保育園 5歳児のMVNによる移動平均速度の測
定結果から、MEBプログラムの活動段階が進むにつ
れて、最大平均速度が増していることがわかった。
K 保育園児の場合、活動第 1段階から測定値の振れ
幅に周期性が見られたが、その振れ幅は活動段階が進
むにつれて、その振れ幅により細かい周期性が見られ
るようになった。このことは、MEBプログラムの活
動段階が進むにつれて、幼児が自発的に様々な緩急を
伴った動きを創り出したり、リズム等の音楽の有する
規則性を認識したりしていることを示すものと考えら
れた。
c. 日常生活の感覚訓練と一部の音楽経験についてモ
ンテッソーリ・メソッドの保育形態をとるM保育
園 5歳児
図M 5、図M 6、図M 7、および図M 8は、
M保育園 5歳児の活動段階別の移動平均速度を示した
ものである。第 1段階での移動平均速度は 0.034356m
/s、第 2段階での移動平均速度は 0.11232m/s、第 3
段階での移動平均速度は 0.2191m/s、第 4段階での移
動平均速度は 0.176m/sであった。
移動平均速度に関しては、第 1段階から第 3段階ま
で上昇が見られる。実際、測定時の音楽の伴奏等はほ
ぼ一定の速度で行われているが、M保育園児は、音
楽をよく聴いて、音楽の細かいリズムを感受したこと
による動きを創り出していた。
（3）MEBプログラムの実践による移動平均加速度の
測定結果について
a. 遊び中心の保育形態をとるU保育園 5歳児
U保育園 5歳児について、第 1段階の移動平均加
速度は 0.8330m/s2、第 2段階の移動平均加速度度は
1.6218m/s2、第 3段階の移動平均加速度は 1.325m/s2、
第 4段階の移動平均加速度は 4.980m/s2であった。
U保育園 5歳児のMVNによる移動平均加速度の
測定結果から、MEBプログラムの活動段階が進むに
つれて、最大平均加速度が著しく増していることがわ
かった。また、第 1段階の測定時には加速度の振れ幅
に周期性はほとんど見られなかったが、第 2段階、第
3段階へと活動が進むにつれて、加速度の振れ幅が大
きくなり、周期性が見られるようになったことがわかっ
た。そのことは、活動段階が進むにつれて、音楽的諸
要素を感受しながら、幼児が自信を持って自発的に大
きな動きを創り出して表現するようになったことを示
していると考えられる。
b. 日常生活の感覚訓練に特化したモンテッソーリ・
メソッドの保育形態をとる K保育園 5歳児
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図M 7 M保育園 5歳児 第 3段階
移動平均速度 0.2191m/s
図M 8 M保育園 5歳児 第 4段階
移動平均速度 0.176m/s
図M 5 M保育園 5歳児 第 1段階
移動平均速度 0.034356m/s
図M 6 M保育園 5歳児 第 2段階
移動平均速度 0.11232m/s
K 保育園 5 歳児について、第 1 段階の移動平均
加速度は 0.5336m/s2、第 2段階の移動平均加速度は
1.2697m/s2、第 3段階の移動平均加速度は 1.423m/s2、
第 4段階の移動平均加速度は 2.020m/s2であった。
K 保育園 5歳児のMVNによる移動平均加速度の
測定結果から、MEBプログラムの活動段階が進むに
つれて、最大平均加速度が著しく増していることがわ
かった。また、第 1段階の測定時には加速度の振れ幅
に周期性はほとんど見られなかったが、第 2段階、第
3段階へと活動が進むにつれて、加速度の振れ幅が大
きくなり、明確な周期性が見られるようになったこと
がわかった。そのことから、活動段階が進むにつれて、
音楽的諸要素の感受に追随して、幼児が自発的に大き
な動きを創り出して表現するようになったと考えられ
る。
c. 日常生活の感覚訓練と一部の音楽経験についてモ
ンテッソーリ・メソッドの保育形態をとるM保育
園 5歳児
図M 9、図M 10、図M 11、および図M 12は、
M保育園 5歳児の活動段階別の移動平均加速度を示
したものである。
第 1段階での移動平均加速度は 0.4172m/s2、第 2
段階での移動平均速度は 1.5521m/s2、第 3段階での
移動平均速度は 1.5521m/s2、第 4段階での移動平均
速度は 1.2m/s2であった。
移動平均加速度に関して、M保育園 5歳児は、活
動第 1段階から第 2段階までの伸びは著しいが、それ
以降は下降を辿っていた。活動第 2段階の測定結果か
ら、その活動段階の主旨どおり、リズムの感受を動き
に創出する表現が著しかったことがわかる。
3. UKM保育園の段階別測定結果の比較
ここでは、前述の、UKM保育園の段階別測定結果
の比較について述べる。
（1）U保育園のMEBプログラムの各段階別の移動距
離、移動平均速度および移動平均加速度の変容
U保育園のMEBプログラムの段階別の移動距離、
速度、加速度の変化について、著しい上昇が見られた
のは、移動平均加速度であった。特に、第 3段階の活
動から第 4段階の活動にかけての上昇が大きく（t（8）＝
5.751, p＜.05）、劇化の過程が進んだために、測定時
の活動においても、音楽的表現における動きの要素が
増したと捉えられた。移動平均速度にあまり変化が見
られなかったのは、測定時の音楽がいずれもほぼ一定
の速度で奏され、幼児が音楽をよく聴いて表現してい
たことを示すものである。移動距離については、第 2
段階から第 3段階の活動への伸びが見られ、第 3段階
と第 4段階にそれほど差異は見られなかった。移動距
－ 150－
図M 11 M保育園 5歳児 第 3段階
移動平均加速度 1.4605m/s2
図M 12 M保育園 5歳児 第 4段階
移動平均加速度 1.2m/s2
図M 9 M保育園 5歳児 第 1段階
移動平均加速度 0.4172m/s2
図M 10 M保育園 5歳児 第 2段階
移動平均加速度 1.5521m/s2
離が伸びたその時期には、幼児は劇化と音楽の統合過
程の活動をしていた。劇化による動きの表現の増加が、
音楽的諸要素の認識に先行していたためと考えられた。
（2）K保育園のMEBプログラムの各段階別の移動距
離、移動平均速度および移動平均加速度の変容
K保育園のMEBプログラムの段階別の移動距離、
移動平均速度、移動平均加速度の変化について、著し
い上昇が見られたのは、移動平均加速度と、第 1段階
から第 2段階への移動距離であった。移動距離につい
ては、第 2段階の活動で、幼児が自発的に多くの動き
の表現をしたためであり、第 3段階、第 4段階の活動
で移動距離が減少したのは、音楽的諸要素の認識が動
きに先行したためと考えられる。移動平均加速度につ
いては、活動第 1段階から第 4段階まで上昇している
が、第 1段階から第 2段階までと、第 3段階から第 4
段階までの上昇が大きい。劇化の過程が進んで劇化の
経験が増し、それと音楽との統合過程にあって、測定
時の活動においても、幼児が、自発的な動きの表現を
頻繁に大きく行うようになったのである。移動平均速
度にあまり変化が見られないのは、U保育園児と同
様に、同様のテンポで奏された音楽をよく聴いて、音
楽的諸要素を感受しながら動きの表現を創り出してい
たことを示すものと考えられた。
（3）M保育園のMEBプログラムの各段階別の移動距
離、移動平均速度および移動平均加速度の変容
図M 13は、M保育園のMEBプログラム実践過
程における段階別の移動距離、移動平均速度、移動平
均加速度の変化を示したものである。
M保育園のMEBプログラムの段階別の移動距離、
速度、加速度の変化について、著しい上昇が見られた
のは、移動距離であった。最初から、音楽的表現にお
ける身体的な動きを音楽的諸要素の認識に基づいて表
現していることが特徴的であった。特に、リズム経験
を身体音や動きで表すことの多かった第 2段階で移動
距離や移動平均加速度が増加していた。
（4）U保育園、K保育園とM保育園の移動距離の比較
次に、保育形態の異なる U保育園、K保育園、M
保育園について、MEBプログラム実践過程における
段階別の測定時の移動距離を比較する。
図 1は、UKM保育園のMEBプログラム実践過程
における移動距離の段階別変化を示したものである。
UKM保育園 5歳児のMVNによる移動距離の測定
結果を比較すると、U保育園児が、第 2段階から第 3
段階まで増加し、第 4段階で少し減少しているのに対
して、KM保育園 5歳児は、第 1段階から第 2段階
までで著しく増加し、第 3段階と第 4段階で減少して
いる。全般的に、第 1段階以外の活動段階では、KM
保育園 5歳児の方が移動距離が大きいことがわかった。
さらに、段階別による変化の仕方は、K保育園とM
保育園とに類似性が見られたが、音楽経験の一部でも
モンテッソーリ・メソッドをとるM保育園での移動
距離が最も大きかった。
（4）UKM保育園の移動平均速度の比較
UKM保育園のMEBプログラム実践過程における
移動平均速度の変化を表したものが、図 2である。
図 2に示したとおり、UKM保育園 5歳児のMVN
による移動平均速度の測定結果を比較すると、第 1段
階では U保育園児の方が KM保育園児よりも速かっ
たが、第 2段階第と 3段階では KM保育園児の方が
速くなり上昇しているのに対して、U保育園児は第 2
段階と第 3段階で遅くなっていた。第 2段階は、音楽
的諸要素を感受すると当時に動きの要素が大きい活動
であり、第 3段階は音楽的諸要素の認識や劇化と音楽
との統合過程を創り出すことに目的がある活動である。
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図M 13 M保育園のMEBプログラムの各段階別の移動距
離、移動平均速度および移動平均加速度の変容
図 1 UKM保育園におけるMEBプログラムの移動距離の
段階別変化
この過程では、U保育園児よりも KM保育園児の方
が、音楽的諸要素の認識に伴う動きの表現を多く行っ
ていたと考えられる。
一方、M保育園児の値は、第 1段階で最小であっ
たが、第 2段階で U保育園児と同様に、さらに第 3
段階と第 4段階で U保育園児や K保育園児よりも大
きくなっている。
第 4段階で、再度、U保育園児の方が K保育園児
よりも移動平均速度が速くなっているのは、KM保
育園児が音楽的諸要素の認識に伴う動きの表現をして
いたのに対して、U保育園児は劇化による動きの表現
が音楽的諸要素の認識に先行する活動を多く行ってい
たためである。その結果、測定時の活動でも、劇化に
よる動きの表現が音楽的諸要素の認識に先行して大き
く現れたと捉えられた。保育形態の差異による測定結
果の差異は、筆者による質的分析の結果得られた音楽
的諸要素認識に関する考察からも導き出されている（佐
野 2014a；佐野 2014b；佐野 2013；佐野 2015）20）～23）。
但し、M保育園児に関しては、第 4段階で下降す
るも、K 保育園児の値よりも高いままであった。K
保育園とM保育園の保育形態は類似しており、一部
の音楽経験に関してもモンテッソーリ・メソッドがと
られているかどうかについてのみ異なっている。一部
の音楽経験についてもモンテッソーリ・メソッドがと
られているM保育園児には、ダルクローズの音楽教
育方法を参照したリトミックに類似した活動経験があっ
た。一方、筆者によるMEBプログラムにもダルクロー
ズの音楽教育方法を参照した劇化指導法を援用した活
動経験が含まれている。M保育園児は、MEBプログ
ラムを、日常保育の音楽経験と類似した音楽経験から
出発し展開していくものと捉え、最初から音楽的諸要
素の感受を、認識する経験に置き換えており、音楽的
諸要素の認識を意識化しながら動きの表現をしていた
ものと考えられる。
（5）UKM保育園の移動平均加速度（m/s2）の比較
図 3は、UKM保育園のMEBプログラム実践過程
における移動平均加速度の段階別変化を示したもので
ある。UKM保育園児のMVNによる移動平均加速度
の測定結果を比較すると、いずれもMEBプログラム
の実践過程が段階的に進むにつれて、移動平均加速度
は、上昇していることがわかった。但し、U保育園
児の移動平均加速度は、第 3段階から第 4段階の活動
までに著しく上昇しているのに対して、K保育園児
の移動平均加速度は徐々に上昇していた。第 4段階の
移動平均加速度について、U保育園 5人と K保育園
測定対象者 5人の平均値には、統計上の有意差が認め
られた（t（8）＝6.328, p＜.05）。M保育園児にはあま
り変化が見られなかった。第 4段階の U保育園 5人
とM保育園測定対象者 5人の平均値には、統計上の
有意差が見られた（t（8）＝4.441, p＜.05）。M保育園
児は、第 1段階から第 2段階までの上昇は見られたが、
それ以降は緩やかな下降を辿った。U保育園児の場
合は、質的分析による両園比較からも考察されたよう
に、第 4段階で劇化の過程が進み、劇化による動きの
表現が音楽的諸要素の認識に先行する傾向が見られた。
そのために、第 4段階の測定時にも自発的に創出され
た動きの表現が大きくなされていたと考えられる。K
保育園児の場合は、音楽的諸要素の認識が動きの表現
－ 152－
図 2 UKM保育園におけるMEBプログラムの移動平均
速度の段階別変化
図 3 UKM保育園におけるMEBプログラムの移動平均
加速度の段階別変化
に先行する傾向にあり、そのことによって、移動平均
加速度の緩やかな上昇が生じたと考えられた。M保
育園児の場合は、K保育園児よりもさらに、早い段
階から、音楽的諸要素の認識を動きに置き換える傾向
が見られていた。
Ⅵ 考察のまとめ
本稿では、幼児の音楽的表現における動きの要素の
変容に関して、MVNによる定量的分析を行った。前
年度の U保育園と K保育園という対照的な 2か所の
保育形態に対して、今年度は、新たな対象園として
MEBプログラムの実践およびMVNシステムによる
測定を行っていたM保育園での測定結果を加えた。
そして、それら 3か所の異なる保育形態の保育園にお
ける結果の比較分析について、考察を行った。
そのために、4段階から成るMEBプログラムの実
践過程を通して、各段階別の活動時に筆者による規定
の各段階から抽出した特徴的な活動を行い、動作解析
を実施した。特に、遊び中心の保育形態である U保
育園、日常生活の感覚訓練に特化したモンテッソーリ・
メソッドの形態をとる K保育園、および、日常生活
の感覚訓練と一部の音楽経験がモンテッソーリ・メソッ
ドの保育形態であるM保育園という、3か所の異な
る保育形態の幼児に、同様の方法で実施した。そして、
それらの分析結果から、保育形態による差異や類似性
を明らかにしようとした。
その結果、MEBプログラムの各段階別の活動過程
が進むにつれて、移動距離、移動平均速度、移動平均
加速度に、実践と保育形態の差異による変化が見られ
た。
移動距離については、第 1段階の測定時に、U保
育園と K保育園とで殆ど差異が見られず、それ以降
の活動段階においては U保育園児よりも K保育園児
の方が移動距離は大きかった。しかし、M保育園児
は、第 1段階の測定時から移動距離は大きく、値の増
減の傾向は K保育園と類似していたが、UK 保育園
児よりも大きく移動していた。実践の活動段階が進む
につれて、U保育園児の移動距離が次第に増加した
のに対して、KM保育園児は、第 2段階で音楽的表
現における動きの要素が増加した。第 3段階で劇化と
音楽の統合過程が進み、音楽的諸要素の認識が深化す
るに伴って移動距離自体の数値は減少したものの、
KM保育園児は、U保育園児よりも移動距離が大き
かった。しかし、活動第 4段階の測定時には、U保
育園児と K保育園児との差異はあまりなかった。
移動平均速度について、第 1段階の測定時には U
保育園児よりも K保育園児の方が大きかった。K保
育園児に第 2段階、第 3段階での速度の伸びが著しかっ
たのに対して、U保育園児には減少が見られた。第 4
段階では、U保育園児に少し増加が見られたのに対
して、K保育園児には減少が見られた。変化の過程
では、U保育園児よりも K保育園児に活動の活性化
が見られるが、第 4段階では、類似した動きの速度が
生じていた。M保育園児は、第 1段階から第 2段階、
第 3段階に関して速度が急速に増加していた。
移動平均加速度については、U保育園児と K保育
園児のいずれも、上昇傾向にあった。U保育園児に
は、第 2段階から第 3段階にかけて一時的な減少が見
られたが、第 3段階から第 4段階にかけては、著しい
増加が見られた。それに対して K保育園児の移動平
均加速度の変化には、緩やかな上昇傾向が見られた。
また、M保育園児に関しては、あまり変化が見られ
なかった。U保育園児については、第 3段階で音楽
的諸要素の認識に関する活動が増加し動きの要素に先
行したが、第 4段階で劇化と音楽の統合過程が進むと、
再び、劇化による動きの表現が大きくなっていた。
MEBプログラムの活動段階が進むにつれて、K保育
園児の移動平均加速度が増加し、音楽的諸要素の認識
の深化に伴い、音楽と劇化の統合過程が創り出されて
いると考察された。このことは、MTwシステムによ
る動作解析でも同様に検証されている24）。
したがって、遊び中心の保育形態の U保育園児に
ついては、日常の園生活で多くのふり遊びの経験に基
づいて、自発的な「ふり」から劇化へと移行する動き
の表現となり、音楽的表現における動きの要素が増加
していると考えられる。日常生活の感覚訓練に特化し
たモンテッソーリ・メソッドの保育形態の K保育園
児については、事象の示す規則性等を感受する多くの
経験に基づいて、音楽的諸要素の認識の深化が動きの
表現を誘発する傾向にあったと捉えられる。それに対
して、M保育園児については、最初から音楽的諸要
素の感受と認識が意識的に動きに表現されていたと考
えられる。
以上のとおり、音楽的表現における動きの要素の変
容が、MVNシステムによる音楽的表現に関する動作
解析によって、移動距離、移動平均速度、移動平均加
速度の変化を辿ることを通して捉えられたと考えられ
る。同時にそのことは、保育形態の差異による音楽的
諸要素の認識における特徴の差異について過去に行っ
た質的分析結果を裏づけるものであった。
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その質的分析による活動段階別の音楽的諸要素の認
識の特徴について、次のとおり、一部を示す。
第 1段階の活動において、U保育園では、日常生
活、歌詞における言葉のリズムやその表象化による動
きの表現から、結果的に拍感の形成に向かう傾向にあっ
た。それに対して、K保育園とM保育園では、音楽
的諸要素の認識としての拍感の形成過程が特徴的であっ
た（佐野 2014a）25）。
第 2段階の活動において、U保育園では、歌詞に
おける言葉のリズムと音楽の拍感の共有と音価の認識
を示す表現の創出、歌詞の表象化と音楽の有する拍の
認識を示す動きの表現の創出が特徴的であった。K
保育園では、拍感の認識を示すパターン化された動き
の表現の創出、拍感の認識に基づいたふり・役割演技
の動きによる自発的表現、音楽の有する曲想の感受に
よる拍感と音価の認識を示す動きの表現が特徴的であっ
た。M保育園では、拍感と音価の認識の意識化、ふ
りの動きによる拍感の認識とリズムパターンの感受、
リズムと歌詞の規則性の認識と記憶保持、言葉のリズ
ムと事象のイメージとの一致が、特徴的であった。U
保育園では、歌詞における特定の言葉のリズムと音楽
の有する拍の一致を認識することから、歌詞の言葉の
リズムが有する規則性の認識と歌詞の表象化による動
きの表現の創出へと移行していた。K保育園では、
ふりの動きと音楽の拍との一致が役割演技における拍
感の認識から拍感の認識に基づいた役割演技の動きに
よる自発的表現へと移行していた（佐野 2014b）26）。
M保育園児は、この段階から、拍感と音価の認識を
すぐに動きに置き換え、音楽的諸要素の認識を示す傾
向にあった。
第 3段階において、U保育園では、言葉のリズム
や劇化につながる音楽経験が多くなされていた。K
保育園では、歌詞の特定部分における言葉のリズムと
拍との差異の認識といった音楽的諸要素の認識を重要
視した経験を通してそこに劇化が統合されていた。M
保育園では、手拍子の有無によるリズムパターンの認
識から異なるリズムパターンの認識と拍感の形成への
移行が見られた。また、M保育園児は、音楽のリズ
ムパターンの認識と曲想の感受を示す動きの表現を創
出していた。一方で、この段階の拍感の形成過程には、
異なる保育形態での認識の特徴に類似点も見られた。
それは、歌詞の有する拍と身体音との一致による拍感
の認識を示す表現から、異なるリズムパターンの経験
による拍感と音価の認識、音楽と動きの二重の表象を
表現することであった。さらに、音楽の表わそうとす
る事象を、幼児が動きで表現しようとする過程で、ス
トーリー理解と役割理解が進み、劇化と音楽経験が統
合されることであった（佐野 2013）27）。
第 4段階では、ストーリー理解と役割理解に伴って
生じる動きの表現が UKM保育園に共通の特徴であっ
た。但し、U保育園では表象化としての役の有する
客観的感情や音楽の想像上の理解に近づく役割演技に
拍感の認識が見い出されていた。K保育園では、ス
トーリー理解に伴う具体的な役割演技における拍感の
認識を示す表現の創出が見られた（佐野 2015）28）。M
保育園では、劇化による音楽経験と音楽的諸要素の認
識といった音楽的表現が総合化されて生じていること
が特徴的であった（佐野 2018）29）。
筆者の質的分析によって、活動第 1段階から第 4段
階までを通して、保育形態の異なる UKM保育園で
は、音楽的諸要素の認識と音楽的表現との関係性の特
徴として、次のことが明らかとなっている。U保育
園児の音楽的表現では、劇化の要素が音楽的諸要素の
認識に先行していた。K保育園児の音楽的表現では、
規則性を伴う音楽的諸要素の認識が先行していた。さ
らに、M保育園児については、活動の最初から、音
楽的諸要素の認識に基づいた動きを明確に表現する傾
向にあることがわかった。同時に、幼児期の音楽的表
現の発達を促進するという、MEBプログラムの実践
の効果を示すこととなっていた。
こうした質的分析の結果と比較し、本稿に示した音
楽的表現の動作解析に関する考察から、異なる保育形
態による動きの要素の変容に関する差異や類似性が見
い出された。そのことは、移動距離、移動平均速度、
および移動平均加速度の変化において顕著であること
がわかった。但し、本稿掲載までに示してきた分析対
象については、十分なデータ量であったとは言えない
（Sano, M., 2017）30）。
今後は、新型MVNシステムによる測定によって
データ量を増やした結果について、具体的な主成分分
析等を行い、幼児の音楽的表現における動きの要素に
ついての特徴を明らかにしたいと考える。
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Quantitative Analysis Utilizing the MVN System Regarding
the Musical Expression of the 5 Years Old Children in
Three Nursery Schools Where Different Childcare Forms Provided
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Abstract
This study aims to analyze of evolution of body movement utilizing the MVN system regarding musical
expression of nursery schoolers in three different childcare forms based on progress of practicing MEB
（Musical Expression Bringing up）program devised by the author. Quantitative results showed in several
cases, that the moving distance, the moving average of velocity and the moving acceleration were statistically
different among childcare forms as the MEB program phased advanced. Also from results, it was thought
that elements of dramatization preceeded recognition of musical elements in the U nursery school.
The recognition of musical elements regarding regularity preceeded to the element of dramatization in the
K nursery school. Furthermore, M nursery schoolers tended to obviously express the movement based on
the recognition of musical elements from the beginning of activity in MEB program.
Keywords: three nursery schools in the different childcare forma, MVN system, musical expression in early
childhood, movement analysis, MEB program.
